
洪水の環境史
－バングラデシュ中央部、ジャムナ川中流域における地形環境変遷と屋敷地の形成過程－
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Ⅰ．はじめに：環境史と洪水

フィールドからの一次データを重視する地理学の立場

から、「環境史」研究をレビューし、既存の災害史研究

を再検討する必要性が指摘されている１）。具体的には、

大半の災害史研究群は、歴史のある特定の時代において、

災害の特殊性が強調され、通時的な視点に欠けるとの批

判である２）。このことは、琵琶湖の昭和戦前期の沿岸村

落において、季節的な水位変動を利用してきた実態解明

に基づいている３）。つまり、「一見、災害という特殊性

にとらわれる洪水だが、長期の変動のなかでは、周期的

な自然環境の変動に適応し、利用してきた人間活動」４）

という視点の欠如である。

バングラデシュでは、毎年のように洪水被害が発生・

報告され、それに関する稲作の安定化、生活レベルの向

上や、国際援助の齟齬などに関する報告がなされてい

る５）。しかし、上記したように、通時的な視点から、洪

水という「自然環境イベント」に人々が適応し、定住し

てきた歴史に着目した研究はほとんど行われていない。

具体的に先行研究に着目すると、バングラデシュを含

む広大なベンガル・デルタの洪水の罹災予測や、洪水形

態の解明目的とした地形学的検討６）や、ベンガル・デル

タ全域を対象とした地形発達史の復原研究７）などは行わ

れているが、生活レベル（居住域や生産域の開発＝土地

開発史）の時間・空間スケールで地形環境の変遷と土地

利用変化の関係性を明らかにした研究は皆無である。こ

の要因として、文献史・資料や考古学的知見などにとぼ

しいことがあり、厳密な実証的研究が困難であることが

想定される。しかし近年では、バングラデシュのみなら

ず、第 1図で模式的に示したように、情報の乏しさを克

服する方法論を用い、ブラマプトラ川流域の低地からヒ

マラヤの高地までの流域全体を研究対象にした土地開発

史の解明が試みられている８）。

いっぽう、日本列島では沖積低地における土地開発過

程は、洪水などの河川活動による短期間に起こった微地

形形成と密接に関係することが、遺跡発掘調査にともな

う環境考古学的調査によって明らかにされつつある９）。

しかしながら、国土の 9割がベンガル・デルタと呼ばれ

る世界有数の低平な地形に立地しているバングラデ

シュ１０）では、その定住化への過程の解明を試みた研究

は存在しない。具体的には、ベンガル・デルタでは英領

期の地籍調査資料から、すでに 19 世紀以前にデルタの

ほぼ全域で定住地が分布していた１１）と指摘されている

が、それ以前の土地開発過程に関する知見は存在しない。

したがって、直接的証拠としての考古学を主体とした遺

跡発掘調査や文献史・資料の検出が望めないなか、盛土

等によって人為的に改変されてきた地形や、洪水氾濫に

よって形成された沖積平野を対象に地形・地質学的に検

討する必要がある。

以上のことをふまえ、本研究では、バングラデシュ中

央部、ジャムナ（ブラマプトラ）川中流域を対象に、①
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第 1図 ブラマプトラ川流域の中のバングラデシュ位置と民族
移動（宮本ほか（2009）を一部改変）
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居住域としての集落と生産域としての水田の形成時期と、

その②形成過程の解明を目的に現地調査を行った。

Ⅱ．対象地域の概観

バングラデシュの国土の大半は、ガンジス川、ジャムナ

川（ブラマプトラ川）、メグナ川という 3つの大河川に

よって形成された沖積低地である１２）。その標高は20m程

度であり、国土全体が平坦である。気候は雨季と乾季の

差が明瞭で、6月から9月の夏のモンスーン期の降水が年

間降水量の約 8割を占め、低平な国土のため、洪水によっ

て国土の半分以上が溢水することもある１３）（第 2図）。

このような毎年の雨季に発生する洪水に対処すべく、

写真 1にみるように、居住域はバリ・ビティ（bari -bhiti）

と呼ばれる屋敷地が、氾濫原の自然堤防、またはポイン

トバー上に人工的に土盛りをしてつくられている１４）。

つまり、毎年の雨季の洪水によって、この比高が高い屋

敷地と集落をつなぐ道路以外は冠水するのである。第 3

図にはこの屋敷地の構造を示し、その形成の模式図

（モデル）を第 4図に示す。第 4図では、マティ・カタ

第 2図 バングラデシュ中央部、ジャムナ川中流域に位置する調査対象村
（ドッキンチャムリア村 : Dokshin Chamuria）

写真 1 バングラデシュ中央部，ジャムナ川中流域に分布する
屋敷地（バリ・ビティ：bari-bhiti）と水田景観（2008
年 2 月、宮本真二撮影）
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（mati -kata）と呼ばれる土木作業１５）によって、盛土施工

が毎年行われている。

現地調査は、第 2図で示したバングラデシュのほぼ中

央部、ジャムナ川の支流であるロハジョン（Lahajan）

川沿いに位置するタンガイル県、ドッキンチャムリア村

（Dakshin Chamuria）で実施した。ドッキンチャムリア

村の主な農作物は、稲作に加え、雨季のジュート、雨季

作物の後昨として、ナタネ、小麦、キャベツやカリフラ

ワーの畑作物が乾季に栽培されている１６）。

Ⅲ．方法

すでに述べたように、英領期以前の歴史史・資料にと

ぼしい当該地域にあって、適用した方法を第 5図に示す。

このフローチャートの中で、ベンガル・デルタに適用で

きる素材は、洪水堆積物などで、土地の履歴解析を現段

階では主に行っている。現地調査は 2007 年 3 月から開

始し、その後、継続調査を行っている。

村での現地調査は、家屋が立地する基壇部の盛土主体

の基壇部を修復するためのドバ（doba）、さらには、生

産域である水田の休耕地における露頭観察とトレンチ掘

削を行い、詳細な堆積層・相の記載を行った。具体的に

は、土壌・堆積物の観察や土壌硬度の測定、土色、年代

測定用試料（有機質土壌・炭化木片など）を現地で行い、

年代測定用試料等を採取した。年代測定の前処理は、ま

ず有機質土壌試料から、細根・土壌生物・礫などを取り

除き、つづいて塩酸を用いた化学的前処理を施して酸不

溶性腐植を抽出した１７）。この前処理は他の土壌有機物

画分より若い年代を与えるフルボ酸１８）を除去するため

である。抽出した酸不溶性腐植は、主に腐植酸とヒュー

ミンからなると考えられる１９）。また、炭化木片につい

ては、蒸留水を用いて試料洗浄を行い、前処理を行った。

これらの前処理を終えた試料は、（株）加速器分析研究

所に委託し、AMS（加速器分析）法によって行われた。

第 1表には14C 年代（Measured 14C age）、炭素安定同位

第 3図 屋敷地（バリ・ビティ：bari-bhiti）の構造（吉野・セリム（1995）に加筆）

第 4図 屋敷地（バリ・ビティ：bari-bhiti）の形成モデル

洪水の環境史－バングラデシュ中央部、ジャムナ川中流域における地形環境変遷と屋敷地の形成過程－ ２９
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体比（13C／12C）で補正した補正14C 年代（Conventional 14

C age）を示す。また、暦年代較正プログラムOxCal

ver.3.10２０）によって算出した較正暦年代（Calibrated

age）を示す．なお、14C の半減期は Libby の 5568 年で

算出し、1標準偏差で表示した。なお、第 1表には較正

暦年代も示すが、考察では較正暦年代でなく、補正14C

年代で議論する。

Ⅳ．結果

１ 炭化木片と有機質土壌の年代測定

第 1表に示したように補正14C 年代は、Loc. 2 の屋敷

地の基壇露頭からえた炭化木片は、Modern（BD-1 ;

IAAA-63119）の値を示した。その他の有機質土壌の年

代は、Loc. 4 の現水田下で、11,700±50（BD-2 ; IAAA-

63120）、Loc. 5 の同じく現水田下上部層準で、1,250±30

（BD-3 ; IAAA-73102）と、下部層準では 10,900±40（BD-

4 ; IAAA-73103）の値をえた。

２ ドッキンチャムリア村の表層堆積層・相

第 6図には、ドッキンチャムリア村の屋敷地の分布２１）

と 5つの調査地点を示す。また、第 7図には、その表層

堆積層・層を示す。ただ、この地図で描かれているのは

1980 年代の土地利用であり、現時点の土地利用とは相

違する。

第 5図 文献史・資料にとぼしい地域を対象とした土地開発史の研究方法（宮本ほか（2009）を一部改変）

第 1表 バングラデシュ中央部、ジャムナ川中流域、ドッキンチャムリア村（Dokshin Chamuria）
における炭化木片と有機質堆積物の14C 年代

Sample
No.

Material
Dated＊

Method
Measured 14C
age（y BP）

δ13 C（‰）
Conventional 14C
age（1σ ; y BP）＊＊

Calibrated age（cal y BP ; 2σ）＊＊

Range（AD/BC）＊＊＊
Lab. No.
（IAAA）＊＊＊＊

BD-1 Charcoal AMS Modern －29.09±0.61 Modern 63119

BD-2 Organic Sediment AMS 11,650±50 －22.23±0.91 11,700±50 11,750-11,460（95.4%）BC 63120

BD-3 Organic Sediment AMS 1,190±20 －21.75±0.76 1,250±30 670-870（95.4 %）AD 73102

BD-4 Organic Sediment AMS 10,800±40 －18.81±0.67 10,900±40 10,97010,875（95.4%）BC 73103
＊ Chemical pre-treatment : boiling with 1N HCL for 60 min. .
＊＊ Conventional 14C ages were corrected by δ13C and calculated using the Libby half-life 5568 years.
＊＊＊ Calendar years were determinated dendrochronologically calibrated probable age ranges with confidence limits of 2 σ. Calibration was

carried out using a program CALIB Radiocarbon Calibration (http : //calib.qub.ac.uk/calib/) with data set of INTCAL04 (Stuiver et al ., 2004).
Percentages in parentheses shows relative area under probability distribution.

＊＊＊＊ IAAA : Institute of Accelerator Analysis Ltd. , Fukushima, JAPAN.
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第 6図 ドッキンチャムリア村（Dokshin Chamuria）の土地利用と調査地点（安藤（1998）を改変）

第 7図 ドッキンチャムリア村（Dokshin Chamuria）における表層堆積層・相と年代（未較正）

洪水の環境史－バングラデシュ中央部、ジャムナ川中流域における地形環境変遷と屋敷地の形成過程－ ３１
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以下に年代測定結果と堆積層・相を各地点ごとに記載

する。なお、同一地点においても a、bと区分している

のは、隣接地点で、盛土という人為的な改変を行った堆

積層（上部）と、それより下部の自然（一次）堆積層の

違いを明確にするために実施した。しかし、現段階では

分析途上であり標高ごとの考察は行わない。

（１）Loc. 1a

村間の移動のため盛土によって施工された道路の露頭

である。上部は、道路施工によってブロック状の堆積物

が介在することから、攪乱層である。その直下から、細

～中砂を主体とする砂層が観察され、部分的に、有機質

に富む土壌化した細粒堆積物が介在していた。

（２）Lac. 1b

Loc. 1a 下部の隣接地点でのトレンチ掘削露頭である。

Loc. 1a と同様に、細～中砂を主体とする砂層堆積物と

土壌化した堆積層からなる互層が確認された。上部は、

Loc. 1a と同様に攪乱層が認められた。

（３）Lac. 2

屋敷地本体の基壇部の露頭である。上部はブロック状

の堆積物を介在しない攪乱層であるが、下部には年代測

定試料を採取した有機質に富む土壌化層を除いて、ブ

ロック状堆積物が介在する堆積層が観察された。

（４）Loc. 3a

Loc. 2 同様に屋敷地本体の基壇部露頭である。全体的

に Loc. 2 同様に攪乱堆積物が主体であるが、下部には

細～中砂を主体とし、一部ラミナ状の堆積構造を示す堆

積層が特徴的である。

（５）Loc. 3b

Loc. 3a の隣接地点における基壇部から溝（ドバ：

doba）にかけての露頭である。上部は基壇部にかけて

のブロック状の堆積物を介在しない無構造の攪乱堆積層

が認められ、それ以深に一部波状の堆積構造を示す細～

中砂を主体とする堆積層が観察された。特に、中部下に

おいては、土壌化層が認められ、さらに最下部では、中

砂～粗砂を主体とする堆積層が観察された。

（６）Loc. 4

現水田下のトレンチ掘削露頭である。Loc. 1 と同様に

細～中砂を主体とする砂層と土壌化層の互層が観察され

た。特に、最下部では中砂～粗砂を主体とする堆積層が

特徴的である。

（７）Loc. 5

Loc. 1 近い屋敷地の基壇直下の露頭である。最上部は

攪乱層で、それ以下に極細砂～細砂で構成される堆積層

が認められ、さらに、それ以深の約 30～40 cm深には

土壌化層が観察された。つづく、約 40～100 cm深では、

細～中砂を主体とする堆積物が観察され、さらに土壌化

層を介在し、最下部は中砂以上の砂で構成される堆積層

が確認された。

Ⅴ．考察

１ ドッキンチャムリア村の表層堆積層・相の解釈

先に記載した表層堆積層・相は以下のように解釈した。

（１）旧地表面

砂層に介在する形で観察された有機質に富む土壌化堆

積物は、地点によっては（Loc. 3b、Loc. 4）稲株痕と思

われる堆積構造が観察されることから、過去の水田もし

くは、土壌化が進展した旧地表面と推定される。

また、生産域である水田の休耕地下の堆積層（Loc. 1

b）では、細砂～シルト層とシルト～粘土層のセットで

構成される堆積層が約 1 m確認され、最下層の自然堆

積層は、砂を主体とする自然堤防状の堆積物が認められ

た。この砂とシルトのセットで構成される堆積層は、毎

年の雨季に発生する洪水の履歴と耕作履歴を記録してい

るものと推定される。つまり、このセットの堆積層は、

土壌化層（a層）と基質層（b層）２２）と考えられる。

（２）洪水氾濫堆積物

主に中～砂で構成される堆積層は、粒径が均質な堆積

相を示し、洪水氾濫堆積物と考えられる。ただし、全て

が同様の堆積環境ではなく、Loc. 3a の下部でラミナ状

の構造が観察される層準では、近接地域においても堆積

場の違いを反映しているものと考えられる。また、Loc.

3bや Loc. 4さらには、Loc. 5の最下部で確認された中～

粗砂の堆積層は、ポイントバーもしくはクレバス・スプ

レーなど現地形の微起伏を規定する自然堤防状の微高地

を構成する堆積物であると解釈される。この最下部で確

認される中～粗砂を主体とする堆積物は、地形・地質学

手法を用いていないが、先行研究によって、ポイントバー

や自然堤防上に屋敷地が形成されたことが指摘されてお

り２３）、洪水氾濫によってもたらされた小規模な自然堤

防状の微高地を利用し、その後、盛土を行って屋敷地が

形成された可能性が指摘される。

（３）盛土堆積物

主に屋敷地基壇を構成する堆積物で、ブロック状の堆
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積相が特徴的である。これはすでに述べたように、マティ

カタ２４）と呼ばれる土木作業によって、人為的に盛土が

行われたことを示す堆積構造である。他に、Loc. 1b～

Loc. 5 の上部のブロック状の構造を示ささない無構造の

攪乱堆積層は、マティカタ後の洪水氾濫による二次堆積

物と解釈することができる。さらに、Loc. 2 で特徴的な

細～中砂を主体とするブロック状堆積物を介在する砂層

は、近隣に発生した洪水氾濫堆積物を人為的に盛土のた

め利用したものと解釈されよう。

さらに、家屋が立地する屋敷地基壇部の盛土主体部や、

基壇部を修復するためのドバ（doba）における露頭（Loc.

2・3）では、砂～シルトで構成されるブロック塊の堆積

層が特徴的で、約 2 m程度の層厚が数地点で確認され

る。その堆積物中には、土器片等が介在する場合や、不

連続性に富む層相も特徴的であり、人為的に構築された

盛土であると判断される。

２ 地形環境の変遷と土地開発

第 8図には、調査村付近で標準的な堆積層・相である

Loc. 5（第 7図）にもとづいた地形環境と土地利用の変

遷を示した。調査村付近の微高地（自然堤防）の分布は、

不連続で斑状に点在２５）し、その形成に関しては、ジャ

ムナ（ブラマプトラ）川の流路が 18 世紀から 19 世紀の

前半に「古ブラマプトラ川」から東方の現位置に変遷し

てきたことが知られている２６）。また、すでに述べたよ

うに、ベンガル・デルタでは 19 世紀以前にすでにデル

タのほぼ全域で定住地が分布していた２７）と指摘されて

いるが、現在の屋敷地の基盤となった自然堤防状の微高

地の形成過程に関する知見はなく、当該地域における土

地開発過程も不明であった。

現水田下で認められた自然堤防状の堆積物の直上で認

められた土壌試料の年代（Loc. 4 と Loc. 5）は、約 12

千年前と約 11 千年前であった。また、盛土主体部の炭

化木片（Loc. 2）はmodern の値で、下部の約 12～11 千

年前の値は、斑状の自然堤防状の微高地２８）を構成する

堆積物の一部と推定され、離水後、生産域の開発が行わ

れたものと考えられる。ただし、それ以降の洪水による

堆積物の再移動の可能性も否定できないが、その後の数

度の洪水堆積物と土壌化層は、洪水に見舞われながらも、

生産域の修復に努めてきた土地の履歴を示しているもの

と考える。この修復作業は、現在でも乾季に行われてい

るマティ・カタ２９）と呼ばれる土木作業で、屋敷地の形

成はこの土木作業によって行われたと考えるのが妥当で

ある。また、盛土主体部の年代に関しては、過去数百年

間における土盛りが行われたことが盛土堆積物の検出か

ら推測され、屋敷地の基壇部は幾重にも修復がなされて

きたことを示している。したがって、少なくとも Loc. 5

の土壌化層の年代である約 1.3 千年前の地形環境の「安

定期」には当該地域において生産域が展開し、同時期に

居住域としての屋敷地も近隣に形成されと考えられる。

第 8図 ドッキンチャムリア村（Dokshin Chamuria）における地形環境と土地利用の変遷

洪水の環境史－バングラデシュ中央部、ジャムナ川中流域における地形環境変遷と屋敷地の形成過程－ ３３
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Ⅵ．おわりに：洪水を利用した土地開発

現地点での結論を以下にまとめる。ジャムナ川中流域

では、①約 12～11 千年前に形成された洪水氾濫堆積物

（自然堤防状の微高地）を利用するかたちで、それ以降

に、生産域と居住域の開発が行われた。その後も②幾度

かの洪水に見舞われながらも、盛土の主体部の維持管理

はマティ・カタによって、恒常的に実施されてきた。さ

らに、少なくとも③約 1.3 千年前までには当該地域にお

いて、生産域としての水田開発に連動する形で、近隣地

域に屋敷地が形成されたものと推定した。

このように、現代において災「害」としての洪水と、

それに付随する国際援助などが強調されるバングラデ

シュ（ベンガル・デルタ）であるが、土地開発史という

長期の時間軸のなかで洪水を素材とすることによって、

いわば、洪水を「利用」してきた人びとの実態が明らか

となり、洪水「問題」そのものも相対化できるものと考

える。つまり、現在的視点から強調される洪水による被

害は、視点の転換によって、利用の側面さえも強調する

ことが可能だと考えられるのである。

今後は、①ジャムナ（ブラマプトラ）川流域の上流域

もしくは下流域での地形環境変遷の復原精度の向上や、

②民族移動と土地開発との関係性などを検討する必要が

ある。

［付記］ 本研究の研究経費として、科研費・若手研究B「自然
環境の変遷と人間活動の対応関係の解明」（研究代表者：宮本真
二）、同・基盤研究（海外）A「ブラマプトラ川流域地域におけ
る農業生態系と開発－持続的発展の可能性－」（研究代表者：安
藤和雄）、および琵琶湖博物館専門研究の一部を使用した。また
その成果の一部は、人文地理学会大会（於：関西学院大学、2007
年 11 月）と、京都大学防災研究所・生存圏研究所・東南アジア
研究所・生存基盤科学研究ユニット「気象災害軽減など人間活
動の持続可能性に関する研究集会－南アジア地域を中心として－」
（於：京都大学、2009 年 1 月）や上記研究プロジェクトにかかわ
る研究会などで口頭発表した。その折に議論に参加して頂いた
方々や、何よりも、いつも現地調査を許可し、援助いただいて
いるドッキンチャムリア村の皆さまに深く感謝いたします。
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